
 

Ｂコース①【介護と仕事の両立推進事業】 
 

取組の実施状況 

 

 

企業名 collina 

所在地 東京都渋谷区恵比寿西 2-16-12 2F 

業種 （N）生活関連サービス業 

常用労働者数 3人 

事業内容 美容室経営 

ホームページ https://collina-hair.com/ 

１ ニーズ調査 

① 実施日 令和 7 年 12 月 19 日 

②方法 アンケート用紙全従業員に手渡し配布 

② 回収率 
対象者（都内勤務全従業員） 3 名のうち回収数  3 名 

回収率  100 ％（回収数／対象者） 

④調査結果 

概要 

① 現在の従業員の介護状況・介護対象者の有無 

現時点で日常的に介護を行っている従業員はいないが、高齢の親族を持つ従業

員は一定数存在しており、将来的な介護発生リスクは潜在的に高い状態にあ

る。 

② 今後の従業員の介護見込み 

数年以内に介護が始まる可能性を明確に想定している従業員は多くないもの

の、将来への漠然とした不安を感じている層は一定割合存在している。突発的

な介護発生への備えは十分とはいえない。 

③ 就業規則・規程内の介護制度の認知状況 

制度の存在は認識されているが、具体的な内容や利用方法まで理解している従

業員は少数にとどまる。制度が「使えるもの」として十分に浸透していない。 

④ 介護と仕事の両立に関する不安 

介護が発生した場合、業務への影響や周囲への負担、収入減少への懸念が主な

不安要因である。少人数体制ゆえ、心理的ハードルが高くなりやすい。 

⑤ 介護が続いた場合の望ましい働き方・制度 

短時間勤務や勤務日数調整など、柔軟な働き方へのニーズが高い。制度の拡充

以上に、相談しやすい環境と復帰可能な仕組みへの期待が大きい。 

⑥ 課題 

現時点では問題は顕在化していないが、将来的な介護リスクは確実に存在す

る。制度の可視化と理解促進、相談体制の強化、段階的な働き方選択肢の整備

が必要である。 

２ プロジェクトチームの設置及び運営状況 

① 設置日 令和 7 年 12 月 11 日 

②メンバー 
総計  2 名（うち都内勤務の従業員 1 名） 

（メンバー内訳）代表、スタイリスト 

③運営状況 

開催日 開催時間 検討内容 参加者 数 

12月 11日 11：00-11：30 活動内容及びスケジュールの確認 2名 

12月 22日 15：00-15：30 調査結果概要説明、取組案の提示 2名 

1月 6日 11：00-11：30 取組案についての意見交換、確定 2名 

３ 策定した取組計画（内容及び取組時期） 

令和 8 年 5 月～ 定期的な個人面談の実施（年 1 回程度） 

令和 8 年 6 月～ 介護と仕事の両立に関する研修の実施（年 1 回程度）  

４ 経営者・管理職への体験型研修の実施 

有り・無し （いずれかに〇） 


